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１ 発生日時 

  ２０２１年８月７日（土） １８時４８分 

 

２ 発生場所 

  玄海原子力発電所２号機 補助建屋計算機室（管理区域外） 

 

３ 運転状況 

  ・玄海原子力発電所１号機：廃止措置段階 

  ・玄海原子力発電所２号機：廃止措置段階 

  ・玄海原子力発電所３号機：運転中 

  ・玄海原子力発電所４号機：運転中 

 

４ 発生状況 

  玄海原子力発電所２号機において、２０２１年８月７日１８時４８分、「原

子炉関連建屋内火災」警報が発信した。現場確認を行った結果、補助建屋内に

ある２Ａ－計算機室空調装置が自動停止し、同装置の内部に焦げ跡が確認さ

れたため、１９時２０分に公設消防へ消火活動の要請ではなく、現場確認の要

請を行った。 

その後、同日２２時４０分に公設消防により、火災ではないと判断された。 

（添付資料－１） 

＜時系列＞ 

  ２０２１年８月７日 

   １８：４８ 「原子炉関連建屋内火災」警報発信 

     １８：５４ 当直課長から専属自衛消防隊へ出動要請 

１９：０３ 専属自衛消防隊現場到着 

（専属自衛消防隊による現場確認、消火活動なし） 

１９：１５  ２Ａ－計算機室空調装置の内部に焦げ跡を確認 

（火炎、煙がないことも確認） 

   １９：２０   当直課長から公設消防へ現場確認要請 

   １９：５２   公設消防正門到着（サイレンなし） 

２０：００  公設消防現場到着 

２１：０２  公設消防による現場確認終了（消火の必要なし） 

２２：４０   公設消防による判断（火災ではない） 
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５ 計算機室空調装置の概要 

  計算機室には、プラントの各機器のパラメータを中央制御室で監視するた

め、データの収集を行うシステムを設置しており、玄海原子力発電所１，２号

機中央制御室の各種制御盤更新工事にあわせ、２０００年に計算機室空調装

置を運用開始した。 

当該装置は、主要部品として、圧縮機、送風機、加湿器、アキュームレータ、

変圧器、冷媒配管を設置する室内機（以下、空調装置）及び室外機等から構成

されるパッケージエアコンで、多数の機器を収納でき、かつコンパクトに設置

できる「キャビネット式縦型」である。 

計算機室空調装置は、計算機室下部のケーブルダクト及び計算機を効率的に

冷却するため、冷却空気を空調装置下面（床面）からケーブルダクトに吹き出

すように、吹出口を設けている。 

電源は、発電所内の電源系統から４４０Ⅴで受電し、送風機用電動機等の動

力にするとともに、空調装置内に４４０Ⅴから２００Ⅴに降圧する変圧器を設

置し、２００Ⅴ以下の機器等に電源を供給している。なお、空調装置内の異常

で、過電流が流れた場合は自動停止するよう配線用遮断器（設定値：５０Ａ）

が設置されている。 

（添付資料－２） 

   

６ 火災警報発信の原因調査 

 （１）空調装置内の焦げ跡やすす付着等の状況 

ａ 変圧器（写真１、２） 

・コイルＡについては、空調装置前面側は茶色の絶縁紙の表面にすす

の付着が見られ、背面側は絶縁紙が黒く変色しており、表面が熱で

溶けていることを確認した。 

・コイルＢについては、コイル全体の絶縁紙が黒く変色しており、表

面が熱で溶けていることを確認した。 

・コイルＣについては、背面側のコイルＢに近い方は絶縁紙が黒く変 

色しており表面が熱で溶けていることを確認した。それ以外は表面

が熱で溶けている様子はなく、絶縁紙表面にすすの付着があること

を確認した。 
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ｂ 冷媒配管保温材（写真２） 

・最も損傷が著しいのは、配管③の変圧器付近の保温材であり、背面

から見て、全周に渡り配管長さの半分程度の保温材が熱で溶けて冷

媒配管が剥き出しになっていることを確認した。 

   ・次に損傷が著しいのは、配管②の変圧器付近の保温材であり、背面

から見て、全周に渡り長さの１／３程度の保温材が熱で溶けて冷媒

配管が剥き出しになっていることを確認した。 

・配管④の保温材については、背面から見て、長さの１／３程度が損

傷しており、保温材が熱で溶けて冷媒配管の一部が剥き出しになっ

ていることを確認した。 

・配管①の保温材については、背面から見て、一部保温材の表面が茶

色から黒に変色し、全体的にすすが付着している程度であるが、前

面側は、長さの２／３程度が熱で溶けており、冷媒配管の一部が剥

き出しになっていることを確認した。 

 

ｃ その他の機器等（写真３～１０） 

・変圧器付近の送風機用電動機近傍（写真３）や仕切板（写真４）に

ついては、一部黒く変色し、すすの付着があることを確認した。 

・それ以外の空調装置前面及び背面のカバー（写真５、６）、加湿器近

傍（写真７）、冷媒配管（写真８）、送風機用電動機背面側等（写真

９、１０）及び変圧器から離れた場所の機器等については、変色や

すすの付着がないことを確認した。 

（添付資料－３） 

 

上記のとおり、変圧器コイルの損傷が確認されたことから、計算機室空調装

置の製作メーカにて変圧器の調査を実施することとした。 

 

（２）計算機室空調装置の現場調査結果 

空調装置及び室外機の各部について、現地にて調査・点検を行い、変

圧器以外に異常は認められなかった。 

ａ 外観点検 

空調装置及び室外機各部位の外観を点検し、異常は認められなかっ 

た。 
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ｂ 絶縁抵抗測定 

変圧器の絶縁抵抗測定を行った結果、線間絶縁抵抗が異常値を示し

ていること、大地間絶縁抵抗は異常がないことを確認した。 

なお、変圧器以外の各機器の異常は認められなかった。 

ｃ 空調装置内の送風機及び室外機内ファンのハンドターニング 

ファン及び電動機についてハンドターニングを実施し、固着や異音

がないことを確認した。 

ｄ 冷媒の漏えい確認 

圧力計にてアキュームレータ等の圧力が維持できていることから、

冷媒の漏えいがないことを確認した。 

 

（３）メーカにおける空調装置内にある変圧器の調査結果 

空調装置を製作したメーカにおいて実施した変圧器の調査結果は、以

下のとおり。 

ａ 外観調査結果 

（ａ）変圧器全体 

・３列のコイルのうち、真ん中のコイルＢを中心に焦げが広がって

いた。 

（ｂ）配線締結部 

・配線締結部はいずれもねじ締結であるが、いずれも緩みは認めら      

れなかった。 

・接続配線及び端子部に溶融痕は認められなかった。 

(ｃ) 配線接続部 

・一部の接続配線に断線が認められたが、接続配線及び端子部に溶

融痕は認められなかった。 

(ｄ) コイル部 

・コイルＢの著しい焦げを確認したが、コイルＢの可視範囲内でコ

イル線等の溶融痕は認められなかった。 

 

ｂ コイル内部調査結果 

（ａ）コイルＡ 

   ・コイルの一部に絶縁材が過熱されたと思われる炭化が認められた。 

・一次巻線の複数箇所で溶断・溶着を確認した。 
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   ・二次巻線の一次巻線に近い箇所で１箇所溶断を確認した。 

（ｂ）コイルＢ 

・コイルの全体に絶縁材が過熱されたと思われる炭化が認められた。 

・一次巻線の複数箇所で巻線の溶断・溶着を確認した。 

・二次巻線の複数箇所で巻線の溶断・溶着を確認した。 

（ｃ）コイルＣ 

   ・二次巻線の外側の絶縁材の一部に炭化が認められた。 

・一次、二次巻線ともに溶断・溶着は確認されなかった。 

 

ｃ 調査結果まとめ 

コイルＡ、Ｂ、Ｃのうち、コイルＡ、Ｂの一次巻線に溶断、溶着な

どが複数箇所確認され、二次巻線に比べ損傷が大きかった。また、コ

イルＢの損傷が最も大きかったことから、コイルＢ一次巻線の絶縁

被膜が劣化し、短絡が発生したと推定される。 

（添付資料－４） 

 

（４）計算機室空調装置の運転状況 

計算機室空調装置は常時２台運転を行っており、点検時は代替の空調

装置を用いて空調を行っている。 

 

（５）計算機室空調装置の点検状況 

当初、製作メーカが有する点検結果や運転経験等を踏まえ、運用を開

始した２０００年１月から、１回／日の巡視による運転状況の確認を実

施することとした。 

その後、消耗品である送風機のＶベルト等の取替えを経験したことか

ら、製作メーカと協議して２０１３年度から巡視に加え、１回／年の点

検頻度で開放点検（変圧器の点検を含む）を実施する点検計画へと見直

しを実施した。 

以後、１回／年の点検頻度で開放点検を実施していたが、過去に不具

合がなかったこと等を踏まえ、２０２０年１２月に点検頻度を１回／３

年に見直した。 

【開放点検時の点検項目】 

・送風機、送風機用電動機、配管等の外観点検 
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・変圧器、送風機用電動機等の絶縁抵抗測定 

・空調装置内の清掃 

・消耗品の取替 

・装置全体の運転状態確認（試運転） 

 

なお、２Ａ－計算機室空調装置は、２０２０年１２月の開放点検にお

いて、各機器の異常は確認されておらず、火災警報が発信した２０２１

年８月７日までは運転を継続していたが、運転状態に異常はなかった。 

（添付資料－５） 

 

（６）空調装置内の配置状況 

    冷媒配管の保温材（ウレタン）が熱で溶けていることが確認されたこ

とから、空調装置内の配置状況の確認を行った。 

・変圧器を冷媒配管と送風機用電動機の間に配置しており、変圧器と

冷媒配管が近接していることを確認した。 

・冷媒配管は、約９０℃の流体を内包することから、変圧器への影響

を考慮して変圧器付近に保温材（ウレタン）を設置している。 

（添付資料－２、３） 

（７）計算機室空調装置周辺の状況 

火災警報が発信した時の計算機室空調装置周辺の状況を確認した結

果、計算機室空調装置に影響を与えるような以下の事象は確認されなか

った。 

・計算機室内での作業 

・空調装置の運転に影響を与える室内温度の変動及び雷撃 

 

７ 火災警報発信の推定メカニズム 

① 絶縁材の劣化 
コイル巻線はポリエステル系樹脂で絶縁被膜をしているが、温度影響等
により劣化。 

② 短絡の発生 
コイル巻線の絶縁被膜が劣化したことで絶縁性能が低下し、隣接する巻

線間で短絡が発生。 

③ 過電流発生及び２Ａ－計算機室空調装置の停止 
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短絡により、変圧器に過電流が生じ、配線用遮断器が自動遮断して２Ａ

－計算機室空調装置が自動停止。 

④ 発煙及び火災警報の発信 
短絡による過電流により変圧器のコイル巻線が発熱し、周辺の冷媒配管

の保温材（ウレタン）が熱影響により溶融して煙が発生し、火災警報（煙

感知器）が発信。 

（添付資料－６） 

 

８ 推定原因 
・２Ａ（Ｂ）－計算機室空調装置設置時、電源を発電所内の電源系統から
４４０Ⅴで受電するため、２００Ｖ以下の機器等への電源供給用とし
て、空調装置内に４４０Ⅴから２００Ⅴに降圧する変圧器を設置するこ
ととし、変圧器が冷媒配管（約９０℃の流体を内包）から直接受ける熱
影響を考慮し、冷媒配管に保温材（ウレタン）を設置することとした。 

・変圧器近傍の冷媒配管から直接受ける熱影響は考慮したものの、変圧器
の使用環境（変圧器の放熱が考慮されているか）について設計時に配慮
が足らず、実際には、変圧器周辺の温度が高く、変圧器の放熱が十分に
できていなかった。 

・このような状態が継続し、コイル巻線の絶縁性能が徐々に低下して最終
的に短絡が発生した。 

    

９ 対策 

（１）２Ａ－計算機室空調装置の復旧 

空調装置内に設置している圧縮機、送風機、加湿器、アキュームレータ、

冷媒配管及び室外機の健全性を確認したうえで、変圧器を取替える。 

 さらに、放熱が確実にできるよう、変圧器を空調装置外に配置変更し、

試運転時に変圧器表面の温度測定を行い、放熱が十分に行われているこ

とを確認後、復旧する。 

なお、復旧までの間は、代替の空調装置にて計算機室の空調を行う。 

（８月９日より実施中） 

 

（２）２Ａ－計算機室空調装置の保全計画 

今回の事象を踏まえ開放点検の頻度を１回／３年から１回／１年に見

直すとともに、絶縁抵抗測定の記録を保管することとする。 
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また、２Ａ－計算機室空調装置の変圧器の放熱状況を監視するため、運

転中の変圧器の温度を計測し、記録を保管する。 

さらに、当面の間、定期的（１回／３カ月）に外観点検等を実施し、健

全性を確認していく。 

 

（３）同型及び類似型空調装置への水平展開 

２Ａ－計算機室空調装置と同型である２Ｂ－計算機室空調装置につい

ても同様の対策を実施する。 

類似型空調装置である以下の空調装置については、空調装置内又は変

圧器近傍に熱源を有するものがないか、及び変圧器が放熱できる対策が

講じられているかを確認し、同様の環境にある変圧器がないことを確認

した。また、変圧器の外観点検を行い、異常がないことを確認した。 

 

【類似型空調装置】 

 ・２Ｃ－計算機室空調装置 

 ・アスファルト固化装置給気冷却器 

 ・キャスク保管建屋制御盤室空調装置 

 ・３号タービン電気室空調装置 

 ・４号タービン電気室空調装置 

 ・４号雑固体溶融処理設備石綿取扱設備空調機 

   （添付資料－７、８） 

 

（４）発電所におけるその他変圧器への水平展開 

２Ａ，２Ｂ－計算機室空調装置及び類似型空調装置以外の変圧器を有

する原子力発電設備において、設備内又は変圧器近傍に熱源を有するも

のがないか、及び変圧器が放熱できる対策が講じられているかを現地や

図面等により確認し、同様の環境にある変圧器がないことを確認した。 

さらに、念のため、これらの変圧器の外観点検を計画的に実施している。 

 

（５）再発防止対策 

ａ 変圧器の配置を検討する際、変圧器の放熱を考慮するように規定文

書を改正する。 

ｂ 当該変圧器においては、外観点検を実施していたものの、変色等の
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確認項目が明確ではなかったため、変圧器の外観点検の確認項目と

して変色等の有無を追加し、点検結果に応じて取替等の対策をメー

カと協議する。 

ｃ 変圧器の外観点検を行う場合の確認の観点として、本事案より得ら

れた見解（「コイルの部分的変色」、「各相のコイル変色状況に有意な

違いがないか」）を作業関係者に教育する。   

ｄ 上記について、所内関係者に教育・周知を実施する。 

以 上 
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玄海原子力発電所概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計算機室 配置図 
 

添付資料－１ 

計算機室 

補助建屋 
 

焦げ跡確認箇所 「２Ａ－計算機室空調装置」

１次系関連制御盤
１号機

原子炉格納容器
２号機

原子炉格納容器

１号機
補助建屋

２号機
補助建屋

２号機 タービン建屋 １号機 タービン建屋

計算機室

- 11 -



添付資料－２（１／２） 

計算機室空調装置の概要 

【仕様】 
外形寸法 

高さ×幅×奥行 
㎜ １９５０×１８５０×８００ 

質量 ㎏ ７００ 
送風量  ／min ２７０ 

送風機用電動機出力 kW ５．５ 

運転電流 A ３５．９ 
消費電力 kW ２５．８ 
空気吸込口 ― 上面 
空気吹出口 ― 下面 

 
   計算機室への空調装置設置スペースを考慮し、キャビネット式縦型のパ

ッケージエアコンを採用している。 
空調装置内には送風機や圧縮機等に加え、動力電源として４４０Ｖ、２

００Ｖの供給を行う必要があることから変圧器（４４０Ｖ→２００Ｖ）を
冷媒配管と送風機用電動機の間に配置している。 

     空調装置電源の配線用遮断器に設定値（５０Ａ）を超える電流が流れた
場合は、自動遮断し、空調装置が自動停止する。 

 
【計算機室空調装置 外観図】 
 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 
  

 
 空気吹出口（下面） 空気吸込口（前面・背面） 

空調装置 

空気吸込口（上面） 

室外機 

空気の流れ 
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（２／２） 
【計算機室内の冷却のイメージ】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【空調装置内の配置】 
  空調装置は、主要構成部品として圧縮機、送風機、加湿器、アキューム 
レータ、変圧器及び冷媒配管から構成され、空調装置内の配置については、
以下のとおり。 

 
 
 

 
 
 

 
※冷媒配管は、約９０℃の流体を内包することから、変圧器への影響を考慮
して変圧器付近に保温材（ウレタン）を設置している。 

A B C 

変圧器 保温材 冷媒配管 アキュームレータ 

送風機用電動機 圧縮機 

コイル 
Ａ 

コイル 
Ｂ 

コイル 
Ｃ 

※

前面 

背面 
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２Ａ－計算機室空調装置の状況 

１ ２Ａ－計算機室空調装置外観及び内部配置図（前面、側面、上面） 
 （１）空調装置外観 
 

 
 
 （２）空調装置内部配置図 

 

 
 図－１  空調装置内部配置前面 

 

  
  

  

圧縮機  

保温材 
 

変圧器 
 

冷媒配管 

 

加湿器 
 

 

添付資料－３（１／５） 

Ｘ 

200

290 

Ｙ 

送風機用電動機 

① 
② 
③ 
④ 

Ａ Ｂ Ｃ 

写真 空調装置外観 

Ｘ 

Ｙ 

【前面】 

側面

前面 

上面
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   【側面】 
 

  

60 

100

100 
210 

パネル 

300 

仕切板 
送風機用電動機 

変圧器 

冷媒配管 

図－２  空調装置内部配置側面（Ｘ） 

90 

60 

50 

パネル 

200 

空気の流れ 

600 

前 

面 

背 

面 

③

④

②

①
220 

460 

単位ｍｍ 

200 

100 

290 

200 

520 

600 300 

冷媒配管 
保温材(ウレタン) 

変圧器 

220 

190 
送風機用電動機 

1850 

図－３  空調装置内部配置上面（Ｙ） 

Ａ Ｂ Ｃ 

アキュームレータ 

圧縮機 

前面 

背面 

単位ｍｍ 

【上面】 

（２／５） 
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２ 現場状況（写真） 
 （１）撮影箇所 

 
 
 
  

（３／５） 

パネル 

仕切板 

送風機用電動機 

変圧器 

冷媒配管 

図－４  空調装置内部配置側面（Ｘ）撮影箇所 

パネル 

前 

面 

背 

面 

写真１ 

写真４ 

写真６ 写真５ 

写真９ 

写真３ 

冷媒配管 

保温材(ウレタン) 

変圧器 

送風機用電動機 

図－５  空調装置内部配置上面（Ｙ）撮影箇所 

Ａ Ｂ Ｃ 

アキュームレータ 

圧縮機 

背面 

写真８ 

写真１０ 

写真１ 

写真２ 

写真３ 

写真９ 

前面 

写真６ 

写真５ 

加湿器 

写真７ 

写真８ 

写真２ 
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 （２）写真 

   
写真１ 変圧器（前面）     写真２ 変圧器（背面）と冷媒配管（保温材） 

 

   

写真３ 送風機用電動機近傍          写真４ 仕切板 
 

 

以下の設備に黒い変色やすすの付着は見られなかった。 

   

写真５ 前面カバー      写真６ 背面カバー 
 
 
 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

一部黒く変色し、すす付着 

外側 外側 

一部黒く変色し、すす付着 

①

② 

③ 

④ 

（４／５） 
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写真７ 加湿器近傍      写真８ 冷媒配管 
 

   

写真９ 送風機用電動機背面側     写真１０ 送風機用電動機と圧縮機の間 
 

 

（５／５） 
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メーカにおける空調装置の調査結果詳細 

 
 ２Ａ－計算機室空調装置を製作したメーカにおいて、変圧器の外観調査及び線間抵抗調

査を実施した。調査結果は以下のとおり。 
 
１ 外観調査結果 
 （１）変圧器全体 
  ・３列のコイルのうち、真ん中のコイルＢを中心に焦げが広がっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （２）配線締結部 
              ・配線締結部はいずれもねじ締結であるが、いずれも緩み

は認められなかった。 
              ・接続配線及び端子部に溶融痕は認められなかった。 
 
 
 
  

添付資料－４（１／５） 

Ｃ

Ａ

Ｂ
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 （３）配線接続部 
              ・一部の接続配線に断線が認められた。 
              ・接続配線及び端子部に溶融痕は認められなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （４）コイル部 
              ・コイルＢの著しい焦げを確認した。 
              ・コイルＢの可視範囲内でコイル線等の溶融痕は認められ

なかった。 
 
 
  

断線

コイルＢ

（２／５） 
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２ コイル内部調査結果 
（１）コイルＡ 
              ・コイルの一部に絶縁材が過熱されたと思われる炭化が認

められた。 
              ・一次巻線の複数箇所で溶断・溶着を確認した。 
              ・二次巻線の一次巻線に近い箇所で１箇所溶断を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一次巻線：複数箇所で巻線の溶断・溶着 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二次巻線：一次巻線に近い箇所で１箇所溶断 
 
 

 

（３／５） 
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（２）コイルＢ 
              ・コイルの全体に絶縁材が過熱されたと思われる炭化が認

められた。 
              ・一次巻線の複数箇所で巻線の溶断・溶着を確認した。 

・二次巻線の複数箇所で巻線の溶断・溶着を確認した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一次巻線：複数箇所で巻線の溶断・溶着 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二次巻線：複数箇所で巻線の溶断・溶着 
 
 

（４／５） 
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（３）コイルＣ 
              ・二次巻線の外側の絶縁材の一部に炭化が認められた。 

・一次、二次巻線ともに溶断・溶着は確認されなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一次巻線：溶断・溶着なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二次巻線：溶断・溶着なし 
 
 

（５／５） 
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２Ａ－計算機室空調装置の点検状況 

 
至近に実施した２０２０年１２月の開放点検結果は以下のとおり。 
 

点検項目 点検箇所 点検方法 点検結果 

各種機器 

本体、パネル 

外観点検 

良 

コイル 良 

ドレンパン 良 

ダクト 良 

ファン・モーター 良 

プーリー部 良 

軸受け部 良 

Ｖベルト 良 

シャフト 良 

冷媒配管 

ガス漏 

外観点検 

良 

配管の接触 良 

配管の損傷 良 

配管接続部の締付状態 良 

電気配線 
（変圧器含む） 

配線の接触 

外観点検 

良 

配線ルート、固縛状態 良 

電線被覆の摩耗・損傷 良 

電線接続部の取付状態 良 

絶縁状態 絶縁抵抗測定 良 

運転状態の確認 外観点検※ 良 

※：異音・異臭・漏えいの有無の確認 
 

添付資料－５ 
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事象発生のメカニズム 

 
①絶縁材の劣化 
・コイル巻線はポリエステル系樹脂で絶縁被膜をしているが、温度影響等により劣化。 
 

 

 
 
  

添付資料－６（１／２） 

鉄
心

1次巻線
（銅線）

絶縁紙

絶縁紙

２次巻線
（銅線）

導体

ポリエステル系樹脂被膜

内部拡大図内部拡大図 

一次巻線
（銅線）

二次巻線
（銅線） 
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②短絡の発生 
 ・コイル巻線の絶縁被膜が劣化したことで絶縁性能が低下し、隣接する巻線間で短絡が

発生。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③過電流発生及び２Ａ－計算機室空調装置の停止 
 ・短絡により、変圧器に過電流が生じ、配線用遮断器が自動遮断して２Ａ－計算機室空
調装置が自動停止。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
④発煙及び火災警報の発信 
 ・短絡による過電流により変圧器のコイル巻線が発熱し、周辺の冷媒配管の保温材（ウ
レタン）が熱影響により溶融して煙が発生し、火災警報（煙感知器）が発信。 

 

（２／２） 

ショート発生

鉄
心

1次巻線
（銅線）

絶縁紙

絶縁紙

２次巻線
（銅線）

短絡発生 

過電流の発生

配線用
遮断器

変圧器

送風機用
電動機

圧縮機用
電動機

室外機用
電動機

計装他
ヒューズ

配線用遮断器の
自動遮断

過電流の発生 

配線用遮断器の
自動遮断 

圧縮機用 
電動機 

送風機用 
電動機 

室外機用 
電動機 

計装他 

ヒューズ 変圧器 

配線用 
遮断器 

一次巻線 
（銅線） 

二次巻線 
（銅線） 
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同型空調装置内にある変圧器の調査結果 

（１）２Ｂ－計算機室空調装置 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・外観点検の結果、コイルＢ＞Ａ＞Ｃの順に絶縁紙が変色していることを確認した 

・コイルＡ：冷媒配管、コイルＢ、盤の壁面の間に配置しているため、コイルＢの

次に放熱し難い状況であった。 

コイルＢ：冷媒配管、コイルＡ、コイルＣの間に配置しているため、最も放熱し

難い状況であった。 
コイルＣ：コイルＡに比べ、圧縮機側に広いスペースがあり、放熱し易い状況で

あった。 
・絶縁抵抗測定を行った結果、異常が無いことを確認した。 

コイルＣ 
コイルＡ 

コイルＢ 

保温材 

（冷媒配管） 変圧器 

添付資料－７ 
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類似型空調装置内にある変圧器の調査結果 

（１）２Ｃ－計算機室空調装置 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熱源の近傍に変圧器を配置しない設計としており、十分に放熱できる環境である。 
・外観点検の結果、汚損・損傷・変色等の異常は見られなかった。 

撮影用仮設照明

アキュームレータ 

計装他設置用
サポート板

変圧器

アキュームレータ 変圧器

添付資料－８（１／５） 
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（２）アスファルト固化装置給気冷却器 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熱源の近傍に変圧器を配置しない設計としており、十分に放熱できる環境である。 
・外観点検の結果、汚損・損傷・変色等の異常は見られなかった。 

変圧器

送風機 

変圧器カバー 
変圧器

（２／５） 
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（３）キャスク保管建屋制御盤室空調装置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熱源の近傍に変圧器を配置しない設計としており、十分に放熱できる環境である。 
・外観点検の結果、汚損・損傷・変色等の異常は見られなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電源ケーブル他

空調装置サポート

変圧器、計装他 
設置用サポート板

変圧器

（３／５） 
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（４）３／４号タービン電気室空調装置 

（４号タービン電気室空調装置は、同型式のため、代表例として３号側の写真のみ添付） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・送風機用電動機の表面温度は 35℃以下、圧縮機の表面温度は 20℃以下であり、変圧
器に影響を与える熱源ではない。 
・熱源の近傍に変圧器を配置しない設計としており、十分に放熱できる環境である。 
・外観点検の結果、汚損・損傷・変色等の異常は見られなかった。 

 
 

空調装置サポート 

送風機用電動機 
圧縮機 

変圧器

20℃以下35℃以下

送風機用電動機 
空調装置サポート 

電動機冷却ファンの 
空気の流れ 

変圧器 冷媒配管（低温側：20℃以下）

（４／５） 
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（５）４号雑固体溶融処理設備石綿取扱設備空調機 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・熱源の近傍に変圧器を配置しない設計としており、十分に放熱できる環境である。 
・外観点検の結果、汚損・損傷・変色等の異常は見られなかった。 

 
 
 

ケーブル
変圧器

（５／５） 
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